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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第4回昇格試験について

日程：2/23(火)～2/25(木)　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室

時間：17:30～18:30　　　試験対象：中級及び上級試験受験資格者

・第8回院内研修について
日時：2/24(水)　17:15～17:45　　　場所：メモリアルホールメンタルケア病棟4階
テーマ：インフルエンザ、冬場の感染症に関して　　　講師：松山　浩幸氏
・職員駐車場内における事故発生について
2/4(木)に職員駐車場（第二駐車場）において2台の車両が破損する事故が発生しており、当日の駐車状況について各職員の駐車位置を確認したいため、2/4（木）の駐車状況について各自、庶務に停車位置や状況を申告すること。庶務も当日出勤者の名簿と照合し、車両の確認も検討していく。
・感染対策委員会より

インフルエンザの流行が注意報から「警報」になり、感染の報告も増えてきたため、病棟の面会制限を実施。

①制限期間：2/8(月)～(2月いっぱい)　※流行状況により期間の延期もあり。

②面会者：ご家族のみ　※緊急時等はこの限りではない。

③面会場所：東・西・南病棟→南Aエレベーターホール

　　　　　　　北病棟→診察室

※インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜利用者様情報＞

・土佐　将志様～最近の不満について、特定相談や青陽館スタッフに相談したらすっきりしたと話している。何かあった際には、思いを溜め込まず、スタッフに相談しストレスを解消していくよう伝えている。また、デイケアを月曜日利用したいと希望があり、理由については運動プログラムに参加したいためとのこと。その日は青山荘で金銭管理を実施している為、調整できないか相談した上で決めていくと話している。

・番沢　政勝様～昨日14:00プログラム終了後、体温37.0℃あり、体調を確認すると頭痛と咽頭痛があると話しているが定時まで穏やかに過ごしている。本日、上記症状が継続しており、鹿内内科受診する為デイケア欠席している。受診後は結果を青陽館に連絡するよう伝えているが、本人から結果報告がない為、グループホーム世話人へ電話連絡している。受診時の体温36.4℃。風邪薬が1週間処方されたとのこと。次回来所した際には、体調確認していく。

・倉橋　生子様～昨日、就床前薬服用時、他者が後ろを通る際に髪に触れた為「いーやっ。いっつもいっつもぶつかってきて。アンダに髪にぶつかられると気持ち悪い」と怒鳴っている。スタッフ介入で一度は落ち着くものの、執拗に文句を言い放ってる。22：00清水秋男様に見せた手紙を持参しスタッフに見せている。本日は、気分変動は見られない。今後も様子観察していく。

・大下　良悦様～青風荘より、昨日夜「明日は掃除当番なんで、よろしくお願いします」「明日は入所料下ろしに行く日ですかね？」等と焦燥した様子で報告と確認していると情報提供がある。本日は、報告・確認行為はなく落ち着いて過ごしている。今後も様子観察していく。

・山田　隆雄様～昨日、夕食前からイライラした様子での独語が目立ち、頭を振って歩いたり、夕食後に立ち歩いたりしている。帰荘後は、時折鋭い目つきで周囲を見渡している事があったと情報提供ある。本日は、上記症状は見られておらず、プログラムにも参加できている。今後も様子観察していく。

・鹿原　博夫様～ぼんやりとした表情で来所し、浴室にて1人でドライヤーを使っている際に、怒鳴るような独語が聞かれている為、状況を確認。スタッフからの声掛けに穏やかに返答しており、不調や疲労感はないとのこと。生活上の問題も特にないと話している。以降、スタッフや他利用者が居る場面では独語は聞かれず、定時まで穏やかに過ごしている。今後も様子観察していく。

・八木橋牧雄様～10:03本人より電話連絡がある。本日、八戸赤十字病院に診察し傷の消毒に行く為、うみねこ幸房は欠席しているとのこと。また、風邪症状があるためナイトケアを欠席したいと話している。来所時にはバイタルや体調を確認していく。

＜外来情報＞

・青木　紀子様～就労施設利用を週2回（火・木）から週3回（火・木・金）へ3月から増やしたいと希望あり、主治医より許可を得ている。また、近々引っ越しを行いパートナーの隣の部屋に住む予定とのこと。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　吉田　富秋　様）

実施日：H28年2月10日（水）13：30～14：00

担当チーム：佐々木･服部･工藤

参加者：慶長、會津、佐々木、川井、油津、岩見、工藤
検討内容　目標計画の見直し

	氏名
	吉田　富秋様
	性別
	男
	年齢
	62
	生年月日
	昭和28年3月28日

	主病名
	アルコール性認知症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得

2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善

4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける

6.社会資源の利用

	本人希望
	現在の青風荘の生活を継続していきたい。

金銭的なゆとりが欲しい（お小遣いをアップして欲しい）

千葉の兄の所にいって、仕事をしたい。（H26年12月より訴える）

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい

	入院歴
	計4回（最終：平成16年4月13日～平成22年3月23日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成22年3月25日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
　　　　　　　　　　　保護者：清助



他（自立支援サービス、生活保護受給）

	利用制度
	精神障害者福祉手帳1級
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	周囲との調和を保ちながら、安定した生活をする。
	①思いを溜め込まずに自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	①イライラした時にはスタッフに相談する。


	①イライラした時にはスタッフに相談をして、アドバイスを受ける。イライラした様子が見られた時はスタッフから声を掛けて確認し、対処方をアドバイスする。

	
	②他者とトラブルを起こさないようにする。
	②イライラを他者にぶつけない。物のやり取りをしない。
	②イライラを他者にぶつけない。物のやり取りをしない。他者に粗暴的となることがあった時は、自制しなくてはならないことを振り返る。物のやり取り時にはスタッフから声掛けをして振り返る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①イライラした時にはスタッフに相談する。


	・本人からイライラの訴えは聞かれないが、スタッフが確認すると特定メンバーに対しての不満を話すことがある。内容として、特定メンバーの声がうるさい、話し掛けが多いとのこと。イライラした時は距離を置くようにアドバイスすると、実行する事が出来ている。他にも攻撃的な口調受けており、生活の場でも見られているが、本人が相手にしない為、大きなトラブルに至っていない。

	自分からイライラを訴える事はなく、他メンバーともトラブルは見られない。イライラし、衝動行為に至る可能性があるため、現在の生活について本人がどう思っているか、思いを溜め込んでいないか訴えを傾聴し確認しつつ、ストレスの発散方法をアドバイスしていく。目標・計画一部変更。

	②イライラを他者にぶつけない。物のやり取りをしない。
	・デイナイトケアでは他者に対して粗暴的となることはない。

・他者と、物のやり取りをしている所は見かけることはない。

・以前、スタッフより、物のやり取りについて注意した際、表情を硬くして｢分かった、分かった｣とスタッフの話しを最後まで聞こうとしないことがある。
	物のやり取りに関しては、現在見かける事はない為、目標・計画中止とする。
物のやり取りが見られた際には目標・計画を追加することとしていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画


	周囲との調和を保ちながら、安定した生活をする。
	①ストレスを感じた際には、自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	①不満がある時にはスタッフに相談する。
	①現在の環境への不満や他者交流でイライラした時にはスタッフに相談する。訴えを傾聴し、イライラした様子が見られた時は、思いを溜め込んでいないか確認し、ストレスの発散方法をアドバイスしていく。


